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商品市況展望  

平成 25 年 9 月 1 日記 

◆◆◆◆私には「お笑い草」の米英シリア攻撃私には「お笑い草」の米英シリア攻撃私には「お笑い草」の米英シリア攻撃私には「お笑い草」の米英シリア攻撃        8888 月月月月 28282828 日日日日    増田俊男増田俊男増田俊男増田俊男 

シリア政府軍が化学兵器を使って 1,300 名以上のシリア市民の大量殺害をしたということで無残な映像とニ

ュースが流れているがすべて反体制派軍からの情報提供だから客観性は無い。そんな情報を流すメディアは知

ってか知らずかアメリカの手先になっている。 

 

こともあろうにシリア政府からの要請でダマスカス（シリアの首都）に国連の化学兵器査察団がいる 8 月 21

日に反体制軍に盗んできた化学兵器を使わせるとは CIA の程度は悪化の一途。さらに現場（グータ）に向か

っている査察団の車輌を反体制派が狙撃するに至ってはお粗末このうえなし。 

 

アメリカのケリー国務長官はシリア政府が化学兵器を使って多くの犠牲者を出したことに疑いの余地無し、ヘ

ーゲル国防相はオバマ大統領の命令があればいつでもシリア攻撃の準備は整っているという。アメリカとイギ

リスのメディアは今週木曜日（8 月 29 日）に英米軍がシリアに対してミサイル攻撃をするだろうと報道して

いるが気でも狂ったのだろうか。 

 

2003年3月17日にブッシュ大統領は国連安全保障理事会を無視して英国と共にバクダットを火の海にした。

アメリカは国連常任理事会でイラク攻撃のお墨付きはロシア、中国、フランス（いずれもサダム・フセインか

ら広大な原油埋蔵地の利権をもらっていた）が反対するから取れない。だからどうしても国際世論のお墨付き

を取らねばならない。 

 

そこで国際世論の支持を得るため毒ガスを輸送しているイラクのトラックのビデオを国連安保理事会で見せ

たり、イラク兵が病院での幼児無差別殺害のシーンを涙ながらに話す少女の映像を繰り返し世界に報道するな

どでなんとか米英の単独イラク攻撃の国際世論を作り上げた。 

 

イラク攻撃が成功した後になってアメリカは、トラックで運んでいたのは毒ガスではなく水であったこと、ま

た残忍なイラク兵の話をしたのは駐米クエート大使の娘さんでアメリカの広告会社が病院などのセットで作

成した作品であったことを認めた。 

 

情報の捏造のおかげでサダム・フセインを倒しロシア、フランス、中国の原油利権を我が物にした後、本当の

打ち明け話をしても NY ダウが下がるわけでも無い。目的の為なら何でもありは日本を除くどこの世界でも政

治の常識である。だから今回のシリア政府の化学兵器殺害も当てにならない。 

 

第一シリア政府の要請で国連の化学兵器査察団がダマスカスに来ている時になんでシリア政府が化学兵器を

使って市民を殺害するのか。マンガじみたセプテンバー・イレブンもそうであったが、本当にここ 20 年くら

い CIA の質は落ち続けている。 

 

かつてサダム・フセイン大統領は、「イラクの大量破壊兵器施設はイラク・イラン戦争の時我が国の同盟国で

あったアメリカが作ったのだから我々よりアメリカの方が詳しい。アメリカの情報により国連査察団の指示で

すべての施設は破壊されたので我が国には大量破壊兵器は何一つ残っていない。 
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ブッシュ大統領は 48 時間以内に大破壊兵器を出さなければ攻撃するというが、無いものは出せない」と言っ

たが、ブッシュ大統領は宣言した通りバクダットを火の海にし、目的（ロシア、フランス、中国の原油利権奪

取）を達成した。 

 

今回のシリア攻撃の目的は原油（シリアは産油国では無い）でもイスラエル（敵の攻撃がなくなったら報復と

言う名の領土侵犯が出来なくなる）の為でもシリア市民の為でもない。原油価格を上げることが目的である！ 

 

出来たら今までの最高値 1 バーレル 150 ドルしたいところ。アメリカは 2005 年から始まったシェールガス・

オイル革命で世界最大のエネルギー輸出国を目指しているが生産が急ピッチ過ぎて 2012年から天然ガスと原

油価格が下がってしまい開発投資が鈍って来た。2017 年からエネルギー輸出国になり世界の経済を牛耳るに

は一気にシェールガス・オイル開発を進める必要があり、その為には原油価格を急騰させなくてはならない。 

 

そこでかねがねシリアの化学兵器を戦争材料に使うべく国際世論操作を進めて来ていよいよ実行と言うとこ

ろまできたが今週木曜日（29 日）に米英軍はシリア攻撃をするという情報を流したら原油価格は一気に 108

ドルまで上がって、直ぐに下がってしまった。 

 

イラク攻撃の時と違って私のように「すべてお見通し」の人が市場でも多くなり、今や 8 月中の最安値 105

ドルまで下がってしまった。これではシリア攻撃をしても市場に笑われるのが落ちだからシリア攻撃など出来

る訳がない。いよいよ CIA もシリア撤退ですね。 

 

 増田俊男氏の見方、意見が正しいのかどうかも疑問はあるが、今のところ 29 日にも空爆が始

まるといった当初の観測は未だ実行されておらず、また英国は議会で軍事介入を否決。米国はま

だ単独での攻撃を模索している状況だが、世論は厳しいようだ。 

 増田氏の言うように、すべてが原油価格高騰のために仕組まれた事なのかどうかは判らぬが、

米国は米国で自国の国益のために何かを策動しようとしているのだから、ここまで来れば空爆を

するかどうかは別にして、いずれはシリア・アサド大統領排除の方向には向かうのだろう。 

 

しかしアラブ諸国が民主国家になれば、どうしても宗教勢力が強くなり、反世俗的な政権にな

りやすい。むしろ軍事独裁政権のほうが世俗的であり宗教勢力を抑え込んできた事は、典型的な

例として現在のエジプト情勢を見ても、また他の中東諸国の動きを見ても簡単に理解できる事だ。 

アメリカのとってのジレンマは続きそうであり、市場もこれらの材料で波乱を続ける事は必至

の状況であろう。 
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕    

〇東京金日足 

…削除済み… 

今週の金の値動き 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

8 月 26 日 \4,247 54 \4,429 48 

8 月 27 日 \4,417 -10 \4,418 -11 

  10 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

8 月 28 日 \4,476 56 \4,471  

8 月 29 日 \4,439 -37 \4,442 -29 

8 月 30 日 \4,444 5 \4,443 1 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『押し目買い継続の相場であろう。目標値は 4,600 円台乗せと考

えており、最大押して 4,250 円辺りであろうとの判断である』とコメントした。 

今週の相場展開は、4,4874,4874,4874,487 円（円（円（円（8/288/288/288/28）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇。シリア問題もあって上値追いしたわけだが、

その後は若干軟化。英国議会で軍事介入が否決された事もあってか、週末の夜間取引では安値で

4,3944,3944,3944,394 円円円円と一時 4,400 円台を割り込んだ。 

 

先週号で当方が目標値を 4,600 円台乗せとした理由は、あくまでもチャート分析からのもので

あり、政治的な要因等は含まれてもいないし、考えてもいなかった。また正確には先々週号でコ

メントした｢つまり 4,4304,4304,4304,430円～円～円～円～4,6834,6834,6834,683円が上値目標円が上値目標円が上値目標円が上値目標｣とした価格の範囲内に入って来て4,430円は

クリアしたので、強い相場ならば上限の 4,683 円まで上がっても不思議ではないだろう、という

考え方だったわけだ。 

さて直近の動きでは、…中略…  

今回のシリア攻撃の問題もそうだが、巻末の予定表を見ればわかるとおり、来週は重要な経済来週は重要な経済来週は重要な経済来週は重要な経済

指標の発表が重なる指標の発表が重なる指標の発表が重なる指標の発表が重なるため、そこではっきりする事だろう。 

 

ただし結論から先に言えば、最大の調整安で 4,250 円辺り、調整があっても上値目標は 4,600

円台も有り得るという相場観にはまだ変化はない。 

    

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 8 月 \4,224 8 月 29 日 \5,873 2 月 7 日 \3,765 6 月 28 日 \\\\4,4174,4174,4174,417    

2013 年 10 月 \4,404 

10 月 29

日 

\5,077 2 月 7 日 \3,761 6 月 28 日 \4,444 

2013 年 12 月 \4,519 

12 月 25

日 

\5,081 2 月 7 日 \3,745 6 月 28 日 \4,441 

2014 年 2 月 \4,759 2 月 26 日 \4,979 3 月 21 日 \3,751 6 月 28 日 \4,448 

2014 年 4 月 \4,585 4 月 25 日 \4,760 5 月 10 日 \3,749 6 月 28 日 \4,444 

2014 年 6 月 \4,031 6 月 26 日 \\\\4,4874,4874,4874,487    8888 月月月月 28282828 日日日日    \3,750 6 月 28 日 \4,441 

2014 年 8 月 \\\\4,4244,4244,4244,424    8888 月月月月 28282828 日日日日    \\\\4,484,484,484,487777    8888 月月月月 28282828 日日日日    \\\\4,4184,4184,4184,418    8888 月月月月 28282828 日日日日    \4,443 
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〇NY 金日足 

…削除済み… 

8/8/8/8/30303030 のののの NYNYNYNY 市場では、前日比市場では、前日比市場では、前日比市場では、前日比 16.816.816.816.8 ドルドルドルドル安安安安のののの 1396.11396.11396.11396.1 ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了。安値安値安値安値はははは 1111333391.891.891.891.8 ドルドルドルドルまであ

った。 

直近の高値は直近の高値は直近の高値は直近の高値は 1434143414341434 ドル（ドル（ドル（ドル（8/288/288/288/28））））であり、先週号でコメントした｢（高値は）NYNYNYNY 金の金の金の金の 1450145014501450 ドルドルドルドル

辺り辺り辺り辺り｣とした価格にも接近した。その後、チャートでは相対力指数 70 ポイント超えから反落して

1400 ドル割れとなったわけで、これが目先天井でも何の不思議もないところ。 

ただし下げてただし下げてただし下げてただし下げてもももも 1300130013001300 ドルを割り込まないと、完全な売り相場への転換とはならないドルを割り込まないと、完全な売り相場への転換とはならないドルを割り込まないと、完全な売り相場への転換とはならないドルを割り込まないと、完全な売り相場への転換とはならない。調整を

終えれば、再び上昇を開始して 1434 ドルを突破し、次の目標値である 1487.2 ドルを目指すシナ

リオはまだ残っている。 

つまりは目先天井を確認したと売りたい向きも、突っ込んだところは買い戻しを入れたほうが

良いだろうという事だ。 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 8/8/8/8/27272727 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略…  

    

またまたまたまた 8/8/8/8/30303030 現在での現在での現在での現在での ETFETFETFETF 残高は、残高は、残高は、残高は、…中略…  

 

よって、まだ史上最高値を目指してゆくほどの相場になろうとは思えない。NY 金の 1800 ドル

や国内価格 5,000 円台奪還など夢のような話ではあろう。大きな目では｢大きな目では｢大きな目では｢大きな目では｢所詮は逆張りの範疇で所詮は逆張りの範疇で所詮は逆張りの範疇で所詮は逆張りの範疇で

の上昇を演じている場面の上昇を演じている場面の上昇を演じている場面の上昇を演じている場面｣であり、中期的には買い、短期的には売りという、スパンによってそ｣であり、中期的には買い、短期的には売りという、スパンによってそ｣であり、中期的には買い、短期的には売りという、スパンによってそ｣であり、中期的には買い、短期的には売りという、スパンによってそ

れぞれ違った顔を見せそうな相場であるれぞれ違った顔を見せそうな相場であるれぞれ違った顔を見せそうな相場であるれぞれ違った顔を見せそうな相場である。    

 

結論として当方の相場観は、短期的な調整局面入りした相場であろう。最大下がって 4,200

円台までの下落とみるが、中東情勢の変化や来週の重要な経済指標の発表次第では、一気に切り

返して 4,600 円台示現も無しとはしない。迅速な対応が必要な相場と見る。 
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〇東京プラチナ日足 

…削除済み… 

今週のプラチナの値動き 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

8 月 26 日 \4,882 -34 \4,893 -36 

8 月 27 日 \4,910 28 \4,891 -2 

  10 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

8 月 28 日 \4,842 -47 \4,857  

8 月 29 日 \4,834 -8 \4,844 -13 

8 月 30 日 \4,807 -27 \4,818 -26 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『5,000 円～4,700 円（最低で 4,450 円）の間での保合い、

逆張りの可能性が高いとみるが、上に抜ける可能性も低くはない。押し目買い方針を主流とし、

安易な売りは避けるのがベターであろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けに 4,9474,9474,9474,947 円円円円（8/26 だが実際は金曜の夜間取引で記録）まで上昇し

た後に反落に転じ、一時は 4,800 円台を割り込む 4,7894,7894,7894,789 円まで下落円まで下落円まで下落円まで下落。 

 

4,9474,9474,9474,947 円→円→円→円→4,7894,7894,7894,789 円まで円まで円まで円まで 158158158158 円の下落であり、今週の調整幅は金の円の下落であり、今週の調整幅は金の円の下落であり、今週の調整幅は金の円の下落であり、今週の調整幅は金の 2222 倍となる動きである倍となる動きである倍となる動きである倍となる動きである。先先先先

週号で予測したとおり、週号で予測したとおり、週号で予測したとおり、週号で予測したとおり、5,0005,0005,0005,000 円というのは一つの壁であり、高値警戒感も出たのだろうから、円というのは一つの壁であり、高値警戒感も出たのだろうから、円というのは一つの壁であり、高値警戒感も出たのだろうから、円というのは一つの壁であり、高値警戒感も出たのだろうから、

このような動きとなったのであろうこのような動きとなったのであろうこのような動きとなったのであろうこのような動きとなったのであろう。まずまず予想通りの動きだ。 

ただしこれで、完全に目先天井を打ったのかどうかの判断は、まだ早計だ。…中略…  

プラチナ自体の材料としては、…中略…  

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 8 月 \3,860 8 月 29 日 \5,274 2 月 7 日 \3,807 8 月 31 日 \\\\4,9104,9104,9104,910    

2013 年 10 月 \3,998 

10 月 29

日 

\5,288 2 月 8 日 \3,933 

10 月 30

日 

\4,807 

2013 年 12 月 \4,249 

12 月 25

日 

\5,300 2 月 8 日 \4,122 6 月 27 日 \4,801 

2014 年 2 月 \4,831 2 月 26 日 \5,052 3 月 12 日 \4,125 6 月 27 日 \4,803 

2014 年 4 月 \4,622 4 月 25 日 \4,999 5 月 16 日 \4,109 6 月 27 日 \4,808 

2014 年 6 月 \4,284 6 月 26 日 \\\\4,9474,9474,9474,947    8888 月月月月 26262626 日日日日    \4,125 6 月 27 日 \4,812 

2014 年 8 月 \\\\4,8104,8104,8104,810    8888 月月月月 28282828 日日日日    \\\\4,9354,9354,9354,935    8888 月月月月 27272727 日日日日    \\\\4,7894,7894,7894,789    8888 月月月月 29292929 日日日日    \4,818 

 

〇プラチナ－金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、4,4,4,4,818818818818 円（プラチナ）－円（プラチナ）－円（プラチナ）－円（プラチナ）－4,4,4,4,443443443443 円（金）＝円（金）＝円（金）＝円（金）＝375375375375 円円円円。8/16 には 581 円まで拡

大していたサヤは、今週の調整で大きく縮小である。ただしその後の夜間取引では…中略…  

 

結論として当方の相場観は、高値警戒感からの調整局面入りをした相場ではあるが、南ア材料

のあるプラチナ相場の急落は無いだろう。突っ込み場面は買い拾い、5,000 円手前は利食いをす

る高値高原相場が続くものと見ている。 
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〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕    

〇東京コーン日足 

…削除済み… 

今週のコーンの値動き 

  11 月限（当限） 前日比 9 月限（先限） 前日比 

8 月 26 日 \25,700 680 \26,150 630 

8 月 27 日 \26,300 600 \26,100 -50 

8 月 28 日 \25,770 -530 \25,760 -340 

8 月 29 日 \25,970 200 \25,610 -150 

8 月 30 日 \25,980 10 \25,540 -70 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『なお戻したとしても、26,000 円台半ばが限界だろう。目先底は打ってい

るだろうが、ここからの高値は引きつけての売りが良いだろう。戻り売りである』とコメントし

た。 

今週の相場展開は、26,60026,60026,60026,600 円（円（円（円（8/278/278/278/27））））の高値まで記録。その後は予想通りの反落となり、25,45025,45025,45025,450

円まで円まで円まで円まで 1,0001,0001,0001,000 円超の円超の円超の円超の下落下落下落下落しての横ばい。 

 

米国中西部はホット＆ドライ型の天候となり、コーンへのストレスとなっている米国中西部はホット＆ドライ型の天候となり、コーンへのストレスとなっている米国中西部はホット＆ドライ型の天候となり、コーンへのストレスとなっている米国中西部はホット＆ドライ型の天候となり、コーンへのストレスとなっている。そのため

に底値からは切り返しが入った相場なのだが、…中略…  

 

また一代の動きは以下のとおりである。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 11 月 \25,600 

10 月 16

日 

\28,910 5 月 30 日 \23,620 8 月 12 日 \25,980 

2014 年 1 月 \25,700 

12 月 17

日 

\28,600 6 月 3 日 \23,830 8 月 12 日 \25,750 

2014 年 3 月 \27,290 2 月 18 日 \28,750 6 月 3 日 \24,030 8 月 12 日 \26,030 

2014 年 5 月 \26,550 4 月 17 日 \28,970 6 月 3 日 \24,030 8 月 12 日 \25,680 

2014 年 7 月 \26,600 6 月 17 日 \28,410 6 月 21 日 \23,990 8 月 13 日 \25,650 

2014 年 9 月 \25,190 8 月 16 日 \\\\26,60026,60026,60026,600    8888 月月月月 27272727 日日日日    \24,990 8 月 19 日 \25,540 

 

〇シカゴコーン日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 8/8/8/8/30303030 ののののシカゴ市場はシカゴ市場はシカゴ市場はシカゴ市場は、、、、9999 月限で前日比月限で前日比月限で前日比月限で前日比 2.252.252.252.25 セントセントセントセント安安安安のののの 495.00495.00495.00495.00 セントセントセントセント。12121212 月限では月限では月限では月限では 0000.50.50.50.50

セントセントセントセント高高高高のののの 482.00482.00482.00482.00 セントセントセントセント。 

こちらのチャートも、5 ドル台へ一時乗せている姿は、…中略…  

    

またまたまたまた CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 8/8/8/8/27272727 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略…  

  

結論として当方の相場観は、24,000 円割れは当面の底であろうが、26,600 円は逆に戻り天井

であろう。今後は、下値もみ合いの相場が続くものと考えている。 
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〇東京大豆日足 

…削除済み… 

今週の大豆の値動き 

  10 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

8 月 26 日 \63,900 1210 \53,620 1170 

8 月 27 日 \64,650 750 \53,380 -240 

8 月 28 日 \64,190 -460 \53,360 -20 

8 月 29 日 \64,290 100 \53,510 150 

8 月 30 日 \64,830 540 \53,100 -410 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『54,000 円に接近した場面は一度売ってみたい。シカゴが 14 ドル台まで上

がるようなら踏むが、大豆の不作は無いと思っているゆえに、そんなに大きな上昇は無いと思っ

ているゆえに』とコメントした。 

今週の相場展開は、53,99053,99053,99053,990 円（円（円（円（8/278/278/278/27））））まで上昇の後、僅かに下落しての終了となった。 

 

54,000 円を目前に反落したのは大正解であるが、逆にシカゴは 14 ドル台乗せとなったため、

売った玉は小幅利食いで手仕舞いしての終了だ。…中略…  

ともかく相場は、49,13049,13049,13049,130 円で目先底を打ってから、円で目先底を打ってから、円で目先底を打ってから、円で目先底を打ってから、5,0005,0005,0005,000 円近く上昇し、そんなにはまだ大円近く上昇し、そんなにはまだ大円近く上昇し、そんなにはまだ大円近く上昇し、そんなにはまだ大

きく下げていないきく下げていないきく下げていないきく下げていないわけだ。現在の材料だけで、6 万円を目指すほどの大相場になるとも思えない

が、昨年不作だった旧穀は 64,000 円台にいる事でもあり、5 万円台の大豆はそんなに高くもな

いという市場のコンセンサスなのかもしれない。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 10 月 \47,220 10 月 16 日 \68,750 7 月 10 日 \46,920 

10 月 16

日 

\64,830 

2013 年 12 月 \50,680 12 月 17 日 \\\\58,02058,02058,02058,020    8888 月月月月 30303030 日日日日    \48,450 1 月 9 日 \58,020 

2014 年 2 月 \53,000 2 月 18 日 \56,000 7 月 17 日 \48,960 8 月 8 日 \55,290 

2014 年 4 月 \50,910 4 月 17 日 \56,800 7 月 10 日 \49,850 5 月 2 日 \58,650 

2014 年 6 月 \51,760 6 月 17 日 \56,340 7 月 10 日 \49,130 8 月 8 日 \52,720 

2014 年 8 月 \52,600 8 月 16 日 \\\\53,99053,99053,99053,990    8888 月月月月 27272727 日日日日    \51,800 8 月 21 日 \53,100 

 発会して間のない先物の一代高値更新は普通だが、12 月限がこの時期に高値更新である。こ

れには敬意を評したい。 

 

〇シカゴ大豆日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 8/8/8/8/30303030 のシカゴ市場は、のシカゴ市場は、のシカゴ市場は、のシカゴ市場は、9999 月限で前日比月限で前日比月限で前日比月限で前日比 6.006.006.006.00 セントセントセントセント安安安安のののの 1424.001424.001424.001424.00 セントセントセントセント。11111111 月限では月限では月限では月限では 11.0011.0011.0011.00

セントセントセントセント安安安安のののの 1357.501357.501357.501357.50 セントセントセントセント。 

…中略…  

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 8/8/8/8/27272727 現在現在現在現在ののののファンドのファンドのファンドのファンドのポジションはポジションはポジションはポジションは、…中略…  

結論として当方の相場観は、大相場に発展するとは思えないが、明らかに相場はコーンよりも

強い環境にある。ただしここから買いたくもないので、しばし様子見である。 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

〇東京ゴム日足 

…削除済み… 

今週のゴムの値動き 

  8 月限（当限） 前日比 1 月限（先限） 前日比 

8 月 26 日 263.0 4.5 277.0 7.6 

  9 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

8 月 27 日 265.9 -1.0 277.9   

8 月 28 日 265.0 -0.9 274.1 -3.8 

8 月 29 日 258.8 -6.2 272.0 -2.1 

8 月 30 日 256.4 -2.4 269.1 -2.9 

先週号においては『チャートは上放れであり、普通に考えれば一段高は必至だろう。まずは

280円奪還を目指し、次は5月高値の299.0円にチャレンジ出来るかどうかというところだろう。

ただし中国情勢には、細心の注意を払っておきたい』とコメントした。 

今週の相場展開は、279.6279.6279.6279.6 円（円（円（円（8/278/278/278/27）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇したものの、その後は反落。268.2268.2268.2268.2 円（円（円（円（8/308/308/308/30））））

までまでまでまで 10101010 円以上下落した円以上下落した円以上下落した円以上下落した。 

このところ｢上値目標は 262.0 円→238.7 円までの 23.3 円幅の倍返しなら、ズバリ 285.3 円。

280 円台を目標とし、押し目買いへの転換である｣という相場になるのだろうとコメントしてき

たが、今週は 280 円台を目前に反落という状況になってしまった。260260260260 円をキープしていれば売円をキープしていれば売円をキープしていれば売円をキープしていれば売

り転換することもないだろうが、また仕切り直しの状況であろうり転換することもないだろうが、また仕切り直しの状況であろうり転換することもないだろうが、また仕切り直しの状況であろうり転換することもないだろうが、また仕切り直しの状況であろう。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 8 月 301.0 2 月 25 日 302.1 2 月 25 日 222.6  6 月 25 日 263.0263.0263.0263.0    

2013 年 9 月 279.5 3 月 26 日 297.7 5 月 13 日 221.9  6 月 25 日 256.4 

2013 年 10 月 253.7 4 月 24 日 299.0 5 月 13 日 222.3  6 月 25 日 258.8 

2013 年 11 月 267.7 5 月 28 日 274.8 5 月 29 日 223.9  6 月 25 日 260.0 

2013 年 12 月 231.0 6 月 25 日 274.6274.6274.6274.6    8888 月月月月 27272727 日日日日    225.5 6 月 25 日 263.1 

2014 年 1 月 257.0 7 月 26 日 277.2277.2277.2277.2    8888 月月月月 27272727 日日日日    238.7 7 月 31 日 266.9 

2014 年 2 月 278.8278.8278.8278.8    8888 月月月月 27272727 日日日日    272727279.69.69.69.6    8888 月月月月 27272727 日日日日    268.2268.2268.2268.2    8888 月月月月 30303030 日日日日    269.1 

既存の既存の既存の既存の先物先物先物先物 2222 本本本本＋発会した＋発会した＋発会した＋発会した 2222 月限が、月限が、月限が、月限が、今週も今週も今週も今週も一代高値の更新である一代高値の更新である一代高値の更新である一代高値の更新である。 

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、9 月限 256.4 円～2 月限 269.1 円と 12.712.712.712.7 円円円円のののの逆逆逆逆ザヤザヤザヤザヤ。順ザヤ幅は拡大である。 

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略…  

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、8/10 現在で 899 トン減の 7,571 トン。10 旬連続の減少である。 

上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは、、、、…中略…  

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、21,000 元の上値抵抗線を抜けず、高値 20,950 元で反落。再び 2 万元を挟ん

だ動きになっている。 

…中略…  

 結論として当方の相場観は、260 円台をキープしていれば売り転換はしないだろうが、280 円

台乗せとならなければ調整局面が続くだろう。大勢での押し目買いは継続中と見るが、調整局面

がどこまで続くかを見定める時期であろう。 
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

〇NY 原油日足 

…削除済み… 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週号においては『押し目買い継続の相場であろう。急落を危惧するよりは、万が一の青天井

相場を懸念する事の方が現実味があるだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は 112.24112.24112.24112.24 ドル（ドル（ドル（ドル（8/288/288/288/28））））まで急騰。シリア情勢が一気に緊迫化した

ためであるが、その後は英国の離脱や米国内での批判などから利食い反落となり、週末は 107.65107.65107.65107.65

ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了となっている。 

    

直近の上値抵抗線である 109.32109.32109.32109.32 ドル（ドル（ドル（ドル（7/197/197/197/19））））を上抜いて 110 ドル台へと乗せた事で、チャー

トは青天井化している。しかし 112 ドル台まで上がった材料がシリアの空爆開始か、という強烈

な買い材料だったために、逆にそれが回避されるかもと、週末には週末には週末には週末には 106106106106 ドル台まで高値からドル台まで高値からドル台まで高値からドル台まで高値から 6666

ドル近くの下落ドル近くの下落ドル近くの下落ドル近くの下落となったわけだ。 

確かに過去の戦争の例を見ても、始まる前までは急騰（買い）であり、始まったあとは急落始まる前までは急騰（買い）であり、始まったあとは急落始まる前までは急騰（買い）であり、始まったあとは急落始まる前までは急騰（買い）であり、始まったあとは急落

（（（（売り）となるケースがほとんど売り）となるケースがほとんど売り）となるケースがほとんど売り）となるケースがほとんどで、どうせなら始まって 120 ドルくらいまで駆け上がった後に

急落すれば、ある意味わかりやすかった。 

…中略…  

なお週末のロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントは…中略…  

 

また 8/8/8/8/22227777 現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは、…中略…  

 

〇東京原油日足 

…削除済み… 

今週の東京原油の動き 

  8 月限（当限） 前日比 1 月限（先限） 前日比 

8 月 26 日 \65,840 110 \64,650 60 

8 月 27 日 \65,770 -70 \64,220 -430 

8 月 28 日 \65,970 200 \66,050 1830 

8 月 29 日 \65,900 -70 \65,990 -60 

8 月 30 日 \65,910 10 \65,600 -390 

東京原油は、28 日の急騰で 66,75066,75066,75066,750 円まで暴騰円まで暴騰円まで暴騰円まで暴騰。一気に年初来高値の更新であり、すべての上

値抵抗線を突破したわけだ。 

いわゆる青天井の相場であり、59,72059,72059,72059,720 円（円（円（円（8/98/98/98/9）→）→）→）→66,75066,75066,75066,750 円（円（円（円（8/288/288/288/28）までの上げ幅は）までの上げ幅は）までの上げ幅は）までの上げ幅は 7,0307,0307,0307,030

円円円円に及ぶ。そこからは調整局面入りしているが、天井を付けたのかどうかは、まだ定かではない

だろう。64,00064,00064,00064,000 円～円～円～円～65,00065,00065,00065,000 円辺りまでの下げは、調整円辺りまでの下げは、調整円辺りまでの下げは、調整円辺りまでの下げは、調整の範囲内の範囲内の範囲内の範囲内と見て取れるからだ。 

 

いずれにしたって、このところコメントしてきた｢現在の中東情勢を見る限り、暴落するより

は上抜く可能性の方が高いわけで、売りからは入りづらいだろう｣という相場観は、大正解とな

ったわけで、今後もそういう相場だと考えておいたほうが良いだろう。 
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なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 8 月 \60,560 3 月 1 日 \66,480 7 月 19 日 \57,360 4 月 16 日 \\\\65,91065,91065,91065,910    

2013 年 9 月 \62,370 4 月 1 日 \\\\68,90068,90068,90068,900    8888 月月月月 28282828 日日日日    \57,370 4 月 18 日 \67,850 

2013 年 10 月 \59,500 5 月 1 日 \\\\68,09068,09068,09068,090    8888 月月月月 28282828 日日日日    \57,510 5 月 2 日 \67,140 

2013 年 11 月 \60,370 6 月 3 日 \\\\67,60067,60067,60067,600    8888 月月月月 28282828 日日日日    \58,040 6 月 14 日 \66,540 

2013 年 12 月 \60,580 7 月 1 日 \\\\67,11067,11067,11067,110    8888 月月月月 28282828 日日日日    \60,000 8 月 9 日 \65,990 

2014 年 1 月 \62,420 8 月 1 日 \\\\66,75066,75066,75066,750    8888 月月月月 28282828 日日日日    \59,720 8 月 9 日 \65,600 

 8 月限は週末に納会。それを除いた全限が一代高値の更新である。 

 

結論として当方の相場観は、NY 原油 112 ドル台、東京原油 66,750 円（年初来高値）からは調

整局面入りしているが、大天井を打って暴落に入ったという事は無いだろう。調整が完了すれば

また買われる可能性は高く、内外とも 2 番天井を付けに行くのではあるまいか。 
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〇東京ガソリン日足 

…削除済み… 

今週のガソリンの値動き 

  10 月限（当限） 前日比 3 月限（先限） 前日比 

8 月 26 日 \77,500 -70 \76,400   

8 月 27 日 \76,750 -750 \76,020 -380 

8 月 28 日 \78,380 1630 \78,110 2090 

8 月 29 日 \78,500 120 \78,310 200 

8 月 30 日 \77,960 -540 \77,630 -680 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…    

先週号においては『押し目買い一貫の相場であろう。77,000 円に上値抵抗線はあるものの、

抜ければ 8 万円台乗せの相場になっても驚かぬ』とコメントした。 

今週の相場展開は、28 日の急騰で一気に 78,000 円台乗せ。78,87078,87078,87078,870 円円円円の高値まで記録し、その

後は調整局面入りとなった。 

 

週明けに発会した 3 月限は、発会後 1,000 円ほど下げて 75,65075,65075,65075,650 円（円（円（円（8/288/288/288/28）→）→）→）→78,87078,87078,87078,870 円（円（円（円（8/288/288/288/28））））

と同日にと同日にと同日にと同日に 3,2203,2203,2203,220 円の急騰円の急騰円の急騰円の急騰。 

シリア情勢の緊迫化で一気に火を噴いたわけだが、今年 3 月以来の高値を記録したわけだ。残残残残

る上値抵抗線はる上値抵抗線はる上値抵抗線はる上値抵抗線は 79,59079,59079,59079,590 円（円（円（円（3/123/123/123/12）と年初来高値の）と年初来高値の）と年初来高値の）と年初来高値の 82,25082,25082,25082,250 円（円（円（円（2/132/132/132/13））））である。 

 

チャートではその前に調整は入りそうだが、75,000 円辺りが下値の支持線になりそうであり、

第 2 弾の上げがやって来れば、次はトライするかもしれない。いずれにしても、まだ大天井では

なさそうだ。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 10 月 \74,630 3 月 26 日 \\\\78,92078,92078,92078,920    8888 月月月月 30303030 日日日日    \68,150 4 月 18 日 \77,960 

2013 年 11 月 \72,990 4 月 26 日 \\\\78,17078,17078,17078,170    8888 月月月月 30303030 日日日日    \68,030 5 月 2 日 \77,320 

2013 年 12 月 \71,760 5 月 27 日 \\\\77,65077,65077,65077,650    8888 月月月月 28282828 日日日日    \69,450 6 月 14 日 \76,590 

2014 年 1 月 \70,660 6 月 26 日 \\\\77,50077,50077,50077,500    8888 月月月月 28282828 日日日日    \69,520 6 月 27 日 \76,220 

2014 年 2 月 \75,050 7 月 26 日 \\\\77,66077,66077,66077,660    8888 月月月月 28282828 日日日日    \71,020 8 月 9 日 \76,270 

2014 年 3 月 \\\\76,61076,61076,61076,610    8888 月月月月 26262626 日日日日    \\\\78,87078,87078,87078,870    8888 月月月月 28282828 日日日日    \\\\75,65075,65075,65075,650    8888 月月月月 28282828 日日日日    \77,630 

全限、一代高値の更新中である。 

 

8/8/8/8/30303030 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略…  

 

8/8/8/8/24242424 現現現現在の在の在の在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略…  

  

結論として当方の相場観は、目先は調整局面入りかもしれないが、トレンドが売りに変わる事

は無いだろう。押し目買い継続の相場であり、最終的には更なる高値を記録する事になるだろう。 
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〇東京灯油日足 

…削除済み… 

今週の灯油の値動き 

  10 月限（当限） 前日比 3 月限（先限） 前日比 

8 月 26 日 \78,290 -100 \78,400   

8 月 27 日 \77,270 -1020 \78,060 -340 

8 月 28 日 \78,660 1390 \79,950 1890 

8 月 29 日 \78,460 -200 \79,990 40 

8 月 30 日 \77,960 -500 \79,520 -470 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…    

先週号においては『逆ザヤで発会すると思われる 3 月限を敢えて買おうとは思わぬが（逆に売

ろうともまだ思わぬ）、中物限月の押し目買い方針は継続であろう。需給はゆるいが、大元の原

油価格の反転がない限りは、下がらないだろうと見ているゆえに』とコメントした。 

今週の相場展開は、発会した 3 月限は 2 月限と比べて 500 円弱の逆ザヤにとどまっている。そ

の 3 月限は発会から 1,500 円弱下げて 77,71077,71077,71077,710 円円円円の安値を 28 日に記録。そこからシリア情勢の緊

迫化でで大暴騰し、一時は一時は一時は一時は 80,67080,67080,67080,670 円と同日に円と同日に円と同日に円と同日に 3,0003,0003,0003,000 円近い円近い円近い円近い急騰急騰急騰急騰。その後は調整局面入りである。 

 

今週、一番の高値を付けた限月は今週、一番の高値を付けた限月は今週、一番の高値を付けた限月は今週、一番の高値を付けた限月は 1111 月限で、月限で、月限で、月限で、81,23081,23081,23081,230 円を記録円を記録円を記録円を記録。需要期限月が並んでいる中物

相場は、いずれ年初来高値のいずれ年初来高値のいずれ年初来高値のいずれ年初来高値の 82,03082,03082,03082,030 円（円（円（円（2/122/122/122/12）もクリアするのではないか）もクリアするのではないか）もクリアするのではないか）もクリアするのではないかと考えている。これ

は穀物相場の旧穀の動きを見てきた皆様方なら、良く理解できるのでは？ 

つまりは、先物チャートの推移と実際の相場の動きは、乖離が大きくなるだろうとの予測であ

る。 

ま、いずれにしても、まだ売りを考える相場では無かろうという事だ。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 10 月 \74,090 3 月 26 日 \\\\79,03079,03079,03079,030    8888 月月月月 30303030 日日日日    \69,000 4 月 18 日 \77,960 

2013 年 11 月 \75,350 4 月 26 日 \\\\80,13080,13080,13080,130    8888 月月月月 28282828 日日日日    \69,850 5 月 2 日 \78,950 

2013 年 12 月 \74,610 5 月 27 日 \\\\81,02081,02081,02081,020    8888 月月月月 30303030 日日日日    \71,580 6 月 14 日 \79,800 

2014 年 1 月 \73,900 6 月 26 日 \\\\81,23081,23081,23081,230    8888 月月月月 28282828 日日日日    \72,650 6 月 27 日 \79,950 

2014 年 2 月 \78,000 7 月 26 日 \\\\81,20081,20081,20081,200    8888 月月月月 28282828 日日日日    \74,130 8 月 9 日 \79,970 

2014 年 3 月 \\\\79,13079,13079,13079,130    8888 月月月月 26262626 日日日日    \\\\80,67080,67080,67080,670    8888 月月月月 28282828 日日日日    \\\\77,71077,71077,71077,710    8888 月月月月 28282828 日日日日    \79,520 

全限一代高値の更新中である。 

 

8/8/8/8/30303030 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略…  

 

8/8/8/8/24242424 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略…  

   

結論として当方の相場観は、買いのメインは 1 月限、2 月限であろう。8 万円台を大きく突破

してから調整局面入りとなっているが、大天井を打ったとは思えず、調整が完了すれば再び上値

追いとなるだろう。押し目買いの継続である。 
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 〔〔〔〔為替為替為替為替・株式・株式・株式・株式〕〕〕〕    

〇ドル/円相場日足 

…削除済み… 

直近の動きは、99.14 円円円円（（（（8/238/238/238/23）→）→）→）→96.8196.8196.8196.81 円（円（円（円（8/8/8/8/28282828））））の間でのもみ合いの間でのもみ合いの間でのもみ合いの間でのもみ合い。100 円と来れば完全

に円安方向に走るのだろうし、この 96.81 円や 95.80 円を割り込むようなら、一時的には円高方

向に走るのだろう。 

次週は重要な経済指標の発表が目白押しだが、それでどちらかに放れるかどうかに注目だ。 

    

なお来週の主な予定は、…中略… などである。5 日から重要発表が目白押しだ。 

 

〇日経 225 日足 

…削除済み… 

 チャートでは 15,942 円（5/23）が天井、14,953 円（7/19）が 2 番天井のチャートである。現

在は調整局面入りの姿であり、若干弱い格好である事は間違いない。 

 しかし 12,415 円（6/13）は大きな下値支持線であり、割れば大きな W トップの完成であるも

のの、そんなに下がる相場だろうか？というのが、当方の正直な気持ち。オリンピックが東京開

催で決まれば、全然流れが変わるような気はするのだが、さて？ 

 

〇NY ダウ日足 

…削除済み… 

週末の NY ダウは 14,810 ドルと小幅安での終了であり、8 月の月足では 15,000 ドルから 200

ドルばかり下げての陰線となったわけだ。出口戦略の影響だろう。 

9 月に下値支持線の 14,551 ドルを割り込むようなら、一度暴落しそうな格好に見えなくもな

いが、そういう意味でも来週末の雇用統計は重要かもしれない。 

 

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

        メールアドレス info@higenaka.com 


